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表紙

イタリア｡工ドナ火山の環状噴煙:イタリア半島の南に位

置するシチリア島には,ヨｰロッパ最大かつ最高の活火

山,エトナ火山がある.この火山は紀元前から活発に活

動している.2000年春にも1995年からスタｰトした活動

が継続して牟り,山頂火口での溶岩噴泉とアア溶岩流出

がおこっていた.山頂部を訪れたのは2000年4月5日で

ある.四輪駆動のマイクロバスで登った終点近くにある

建物は3月21日に流出したアア溶岩に半分以上埋め立

てられており,ここから先は立入禁止になっていた.山

頂部を長時間ながめていると,この写真のようなリング

状の噴煙が観察された串

(写真:古川竜太,文:中野俊)
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